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授授業業科科目目  臨臨床床心心理理学学  

2,3学年・前期・1単位（15時間）  

看護2年 

理学3年 

作業3年 

必修 

必修 

必修 

  

科目担当責任者 
(山本創) (-) 

e-mail : - 

非常勤講師 

連絡担当教員 

澤田いずみ (保健医療学研究棟E207研究室) 

e-mail : izumi@sapmed.ac.jp 

担 当 教 員  

概     要 

 

 心理学には心の科学として様々な研究や理論が積み重ねられてきた歴史がある。臨床心理学はそれらを土壌としつつ

も、単に科学的な知見だけでは整理のつかない個別性と歴史性を持つ生身の人間のこころを対象としており、その人が

人間関係や社会の中で生きているうちに抱えるに至った、こころの課題を理解し援助するための実践的学問である。 

 本講義では今日の臨床心理士が、援助の対象となった方々のこころをどのように理解し、援助関係を紡いで、ご本人

との共同作業としての援助をおこなっているのかについて、具体的な事例を交えながら講義を行う。 

 援助の場面であれ、そうではない場面であれ、人が人を理解するということは相手との関係性に基づいた営みである。

だから本当に理解するためには、相手を理解することのみに留まらず、自分自身を理解し、自分と相手の関係性を理解

し、二人が出会っている環境や社会を理解するという複眼的な思考が必要となる。本来、職種別を問わず対人援助職に

はそのような視点が必要不可欠であり、本講義の受講が学生諸君にとってその獲得の第一歩となることを目指したい。 

到 達 目 標 

 

1.こころの発達過程について、授業内容に基づいた基本的な知識を説明できる。    

2.共感的理解とは何であるのか、授業内容を通して得た理解に基づいて説明できる。    

3.心理検査、心理療法、集団精神療法などの援助的な関わりについて、授業内容を通して得た理解に基づいて説明でき

る。      

4.講義を通して自らのこころの理解が深まったのなら、それを言語化することができる。    

関 連 科 目 

 

人間関係論、心理学概論、倫理と哲学、文化人類学 

評    価 

評価対象 評価割合(％) 備考 

最終レポート 70% 感覚レベルの言葉に留まらず、自分なりの視点を持って思考を紡ぎ、

言語化することを求めます。 ミニ・レポート 30% 

  

  

  

教  科  書 指定なし 

参  考  書 指定なし 

履修上の留意点 できるかぎり授業が双方向的なものになるよう、授業の終了間際に質問や感想についてのコメントペーパーを書いてい

ただき、そのうちの幾つかについて次回授業冒頭でフィードバックします。私語、スマホいじりなどは謹んでいただき

ます。      

      

  

実施回 内 容 事前・事後課題 形態 担当教員 

1 こころとはなんだろうか? 

こころを「容器」あるいは「おまんじゅう」に例えて考えて

みる 

 

事前：心理療法関連書物の一読 

事後：レジュメ再読 

講義 (山本) 

2 こころが育つということ 

人は人間関係の中で人になる 

事前：前回のレジュメの一読 

事後：レジュメ再読 

〃 〃 

3 こころを援助するということ 

共感的理解とはなんだろうか? 

 

事前：前回のレジュメの一読 

事後：レジュメ再読 

〃 〃 
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4 こころを援助するということ2 

心理療法の事例を通して考える 

事前：前回のレジュメの一読 

事後：レジュメ再読 

〃 〃 

5 こころは可視化できるか? 

心理検査を用いてのこころの理解 

事前：前回のレジュメの一読 

事後：レジュメ再読 

〃 〃 

6 集団とはなんだろうか? 

集団力動、集団精神療法について 

事前：集団力動関連図書一読 

事後：レジュメ再読 

〃 〃 

7 こころと社会 

こころの「容器」「環境」としての社会 

 

事前：前回のレジュメの一読 

事後：レジュメ再読 

〃 〃 

8 援助者のこころ 

公と私、転移と逆転移、感情労働、そして自己理解について 

 

事前：前回のレジュメの一読 

事後：レポート課題の準備 

〃 〃 
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